
⽒名 河野　真奈 ⾷マネジメント学部 3回⽣

①   ⽬標の達成度

②   計画の達成度

③   取り組みを通じた⾃⼰成⻑７．今回（今年度）の活動が周囲に与えた影響（社会・周囲）への貢献・還元の点で記述してください。

⾃分の「やりたい」という想いだけでは社会には通⽤しないということを学んだ。⾃らが⾏動することで社会に与える影響を、責任感を持って⾃覚しながら⾏動していく、という⼒が最もついた。

③　なぜその⼒を⾝につけることが出来たのか、成⻑を⼿助け・促進させた要因を記載してください

活動再開申請時の講習会

②　①で記述した⼒について具体的に説明してください

正課の学びでは、カカオについての専⾨的な知識を得ることができ、活動の主催者としてのスキルアップにつながった。

10．今年度の取り組みを通じて最も⾝についたと思う⼒について、具体的に記載してください。9の設問で回答した⼒でも、それ以外でも
　　　 構いません。

① 　⾝についた⼒

規律性

2

2

3

 ＜理由＞状況に応じてどのように⾏動していけばよいかを⾃主的に考えることができた

 ＜理由＞柔軟に活動内容を変更することができなかった

 ＜理由＞柔軟に活動内容を変更することができなかった

６．今回（今年度）の取り組みは、今後の学びや進路にどのように影響しますか。 4．本奨学⾦を受給したことで、以下の項⽬についてどのような影響を与えたか５段階で評価してください。（該当ナンバーに○）
また、併せて評価の理由も書いてください。　評価例︓【　１（達成できなかった）　←　　３（どちらともいえない）　　→　　５（達成できた） 】⾃分の軸をぶらさないこと、柔軟に対応するための⼯夫は、今後様々な課題が発⽣した時に活かしていきたい

①４－６⽉
河瀬⼩学校の学童の⽅との⽇程調節、イベント内容の精査
紙芝居、冊⼦、動画の作成

②７－９⽉
紙芝居、冊⼦、動画の作成
河瀬⼩学校の学童でイベントの実⾏（主に⻑期休みに2回⾏う）
イベント後学童を再度訪問し、チョコレートを作ってくれた⼦供にインタビューを⾏う

③１０ １２⽉

No.18 踏み出し ３．個⼈の成⻑の軌跡3-1．取り組みの過程でどのようなことがあったのか、グラフを作成してください.

カカオ⾖からチョコレートができるまでの過程を⼩学⽣の⼦どもたちでも簡単に理解できるようにイラストや写真などを使って紙
芝居を製作する。
そして⼩学校に隣接する学童でイベントとして紙芝居を⾏い、普段⼿軽に⾷べることができるチョコレートの裏にあるストー
リーを⼦どもたちに知ってもらう機会を創出する。
（滋賀県河瀬⼩学校の学童に2019年3⽉上旬に⼀度伺っており、紙芝居をさせてもらう許可はいただいております。当
初はカカオ⾖からチョコレートを実際に作るワークショップを企画しておりましたが、コロナウイルスの影響によりその前段階であ
る紙芝居を活動の中⼼にしようと考えています。）
紙芝居でチョコレートについて知ってもらった後、⼦供たちに家でカカオ⾖からチョコレートを作る体験をしてもらえるようカカオ
⾖と作り⽅などが載った冊⼦、製作過程の動画（製作予定）を配布する。

２．上述のテーマ・⽬標を実現するために実施した計画を具体的に記述してください。

制作した絵本をデジタル化し、発信、配布することを検討中 継続的なコミュニケーションの⼤切さを学んだ。☆の時点ではコロナ禍の⽣活に慣れてきて、課外活動について考える余裕ができた。その頃から、イベントの開催場所である河瀬⼩学校の⽅と週
に1回程度連絡を取るようになった。(活動⾃粛期間は様⼦⾒でほとんど連絡を取っていなかった)　お互いの状況を共有することで、今後の予定が具体的に想像でき、認識の差を埋めることが
できた。また、⼩学校での苦労を聞くことで、困難な状況にいるのは⾃分だけではないことを知ることができた。

3-3．”今回（今年度）の取り組み”と“正課の学びや取り組み”は、どのような関連や影響（相互作⽤）がありましたか︖

１．出願時のテーマ・⽬標を具体的に記述してください。

５．今回（今年度）の取り組みについて、今後の活動展開と展望を記述してください。 3-2．グラフで書いた☆（個⼈がもっとも成⻑したと思うポイント）では、その過程で学んだこと、気づいたことについて具体的に書いてください。


